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平成２８年度から取り組んでいる社会的孤立対策モデル事業（沖縄県社会福祉協議会社会福祉振興

基金）は、今年で３年目を迎えました。今年度は新たに５自治会（棚原自治会、津花波自治会、内間

自治会、掛保久自治会、我謝自治会）を認証しました。※詳しくは２面に掲載しております。 



 

社協活動基本目標 ： わたしたちは、長寿社会を健康で安心してすごせる福祉のまちをつくりましょう 

 

 
平
成

年
度 

５
自
治
会
を
モ
デ
ル
区
に
決
定
！ 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

西
原
町
身
体
障
害
者
協
会
よ
り
お
知
ら
せ 
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西
原
町
身
体
障
害
者
協
会
（
会

長
大
城
清
）
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
各
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。 

 

４
月
に
は
「
に
し
ば
る
歴
史
の

会
」
に
所
属
し
て
い
る
玉
那
覇
三

郎
氏
を
講
師
に
迎
え
、
町
内
の

「
歴
史
遺
跡
め
ぐ
り
」
、
５
月
の

定
期
総
会
で
は
、
平
成

年
度

の
事
業
計
画
を
全
会
一
致
で
決
議

し
ま
し
た
。 

 

今
後
の
活
動
と
し
ま
し
て
は
、

第

回
沖
縄
県
身
体
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大

会
に
参
加

す
る
こ
と

で
す
。 

平成30年度モデル区相談日 
○棚原自治会 

相談日：毎週月曜日/午後3時30分～６時 

○津花波自治会 

相談日：毎週水曜日/午後1時～5時 

○内間自治会 

相談日：毎週金曜日/午後4時～５時 

○掛保久自治会 

相談日：毎週木曜日/午前9時～12時 

○我謝自治会 

相談日：毎週火曜日/午後1時30分～3時30分 

地
域
福
祉
の
課
題
等
が
増
大
し
、
社
会

的
孤
立
を
つ
く
ら
な
い
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
て
い
る
中
、
本
会
で
は
、
沖
縄
県
社

会
福
祉
協
議
会
社
会
福
祉
振
興
基
金
を
活

用
し
て
地
域
で
相
談
と
支
援
が
で
き
る
、

支
え
合
い
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

社
会
的
孤
立
対
策
モ
デ
ル
事
業
で
は
、

平
成

年
度
～

年
度
に
か
け
て
自
治

会
を
モ
デ
ル
区
と
し
て
認
証
し
、
地
域
の

公
民
館
に
お
い
て
相
談
窓
口
を
開
設
し
、

相
談
員
２
名
が
地
域
住
民
の
よ
ろ
ず
相
談

に
対
応
し
て
い
ま
す
。 

平
成

年
度
・

年
度
に
モ
デ
ル
区

と
し
て
認
証
し
た
地
域
か
ら
は
、
地
域
相

談
窓
口
の
定
着
や
、
住
民
主
体
の
見
守

り
・
声
か
け
活
動
を
通
じ
た
地
域
の
福
祉

力
の
向
上
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
様
々

な
取
り
組
み
を
深
め
ら
れ
た
等
の
報
告
を

受
け
て
い
ま
す
。 

今
年
度
は
、
新
た
に
町
内
５
自
治
会
を

モ
デ
ル
区
と
し
て
認
証
し
ま
し
た
（
７
月

日
時
点
）  

※ 

写
真
表
紙
掲
載 

ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と

、

誰
に
相
談
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な

い

、
町
の
相
談
室
へ
行
く
ま
で

で
も
な
い
け
れ
ど

。
話
を
聞
い

て
も
ら
う
こ
と
で
心
の
負
担
が
軽
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
小

さ
な
こ
と
で
も
、
ゆ
ん
た
く
だ
け
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
地
域
窓
口
相
談

員
が
お
話
を
お
伺
い
し
ま
す
。
お
気

軽
に
地
域
の
相
談
窓
口
へ
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。 

７
月

日
に
は
、
認
証
式
と
併
せ

て
地
域
窓
口
相
談
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
る
た
め
、
一
般
社
団
法
人 

沖

縄
県
社
会
福
祉
士
会
会
長
の
竹
藤
登

氏
を
講
師
に
招
き
、
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

自
治
会
長
、
民
生
委
員
、
地
域
窓

口
相
談
員
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
話
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

▲モデル実施地区のぼり 

▲「コミュニケーション技術研修会」 

竹藤登氏（沖縄県社会福祉士会 会長） 

 

概

要
は
、
８
月

日
の

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
に
一
人
参

加
。
９
月
に
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
競
技
に
５
名
参
加
、
続
い

て
水
泳
・
一
般
卓
球
・
Ｓ
Ｔ
Ｔ

（
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ

ス
）
に
参
加
し
ま
す
。 

 

月
６
日
の
陸
上
競
技

（
糸
満
市
西
崎
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
）
に
は
、
約

名
の

選
手
が
参
加
す
る
予
定
で
す
。 

 

選
手
み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
競

技
に
対
し
て
真
剣
に
取
り
組

み
、
頑
張
る
決
意
で
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
９
月
２
日
に
は
５
市

町
村
（
西
原
町
、
中
城
村
、
与

那
原
町
、
南
風
原
町
、
豊
見
城

市
）
の
交
流
会
が
あ
り
、
今
回

は
西
身
協
が
主
催
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

ー
社
会
的
孤
立
対
策
モ
デ
ル
事
業
ー 

 ７月は七夕ということで、デイ

サービス孫の手では短冊にそれぞ

れ願い事を書き、竹に飾りまし

た。また、折り紙を使用し、大き

な画用紙に織姫と彦星のちぎり絵

を作りました。皆願うのはやはり

「健康長寿」「家族の幸せ」でし

た。  

星に願う 家族の幸せ 

 

ーデイサービス孫の手ー 
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 ＜収入＞  

会費収入（各世帯、企業、各種団体、篤志

家などからの会費） 
2,739,700  

寄附金収入（一般寄付や香典返しなどの

寄付金） 
1,905,605  

経常経費補助金収入（西原町からの補助

金） 
58,177,700  

受託金収入（県社協、町事業などの受託

金収入） 
19,017,278  

事業収入（社協事業・共同募金配分金収

入） 
3,227,911  

介護保険事業収入（いいあんべー家指定

管理費） 
16,008,421  

就労支援事業収入（サポートセンターはば

たき事業収入） 
15,957,841  

障害福祉サービス等事業収入（居宅介護

サービス事業、相談支援事業収入） 
56,488,322  

受取利息配当金収入（預金・定期利息収

入） 
18,687  

その他収入（実習生受入れ謝礼金等） 982,232  

施設整備等寄附金収入 415,000  

積立資産取崩収入 60,448  

収入合計 174,999,145  

 
＜支出＞  （単価：円） 

事業費支出（福祉サービス事業に係る費用） 21,356,429  

事務費支出（福祉センター、いいあんべー

家、サポートセンターはばたきの光熱水費や

事務経費等） 

14,744,605  

就労支援事業支出（サポートセンターはばた

き運営に係る費用） 
16,286,734  

共同募金配分金事業支出（共同募金配分金

事業歳末助け合い事業に係る費用） 
1,223,809  

助成金支出（団体育成や地域活性の為の助

成金） 
9,376,437  

負担金支出（県社協や中部社連等への負担

金） 
246,022  

人件費支出（役員手当や職員給与、社会保

険料等） 
109,863,169  

その他の支出（損金） 79,926  

固定資産取得支出（クーラー設置、精米事業

器具購入） 
2,635,998  

積立資産支出（定期預金へ積立額） 3,495,999  

その他の活動による支出（職員退職金の積

立） 
3,869,260  

支出合計 183,178,388  

当期資金収支差額（収入-支出） △ 8,179,243 

前期末支払資金残高 60,069,427 

当期末支払資金残高 51,890,184 

 

去
る
６
月

日
、
西
原
町

「
平
和
の
語
り
べ
」
登
録
者

の
渡
久
山
勇
氏
（
西
原
身
体

障
害
者
協
会
副
会
長
）
が
、

「
６
月

日
慰
霊
の
日
、
平

和
記
念
講
演
会
」
に
係
る
講

師
依
頼
を
沖
縄
県
立
開
邦
高
等
学
校
（
宮
城

薫
校
長
）
か
ら
受
け
、
高
等
部
５
８
１
名
、

中
等
部
１
１
８
名
を
対
象
に
同
校
体
育
館
で

講
話
を
行
い
ま
し
た
。 

講
演
会
は
「
私
た
ち
の
住
む
沖
縄
が
国
内

唯
一
地
上
戦
で
、
多
く
の
尊
い
命
が
奪
わ

れ
、
悲
惨
な
犠
牲
を
被
っ
た
こ
と
を
学
び
、

そ
の
意
義
を
深
く
理
解
し
私
た
ち
の
今
後
の

在
り
方
を
考
え
る
機
会
と
す
る
。
」
と
い
う

趣
旨
で
し
た
。 

 

渡
久
山
氏
は
講
話
で
、
「
沖
縄
戦
で
最
も

犠
牲
と
な
っ
た
の
が
一
般
住
民
。
旧
日
本
軍

は
沖
縄
を
“
本
土
の
防
波
堤
”
と
見
な
し
、

で
き
る
限
り
米
軍
を
沖
縄
に
張
り
つ
け
す
る

為
に
“
時
間
稼
ぎ
の
捨
て
石
作
戦
”
を
繰
り

広
げ
た
。
こ
の
こ
と
が
沖
縄
戦
を
長
引
か

せ
、
一
般
住
民
に
多
大
な
被
害
を
与
え
る
こ

と
に
な
っ
た
」
と
語
り
、
「
戦
争
を
ど
っ
ち

が
正
し
い
の
か
で
は
な
く
、
傷
つ
く
の
は
多

く
の
無
辜

む

こ

の
民
で
す
。
人
類
の
最
悪
に
し
て

卑
劣
な
蛮
行
た
る
戦
争
は
、
風
化
さ
せ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
戦
争
そ
の
も
の
の

悲
惨
さ
や
惨
た
ら
し
さ
を
訴
え
る
こ
と
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。
戦
争
は
二
度
と
繰
り
返

し
て
は
な
ら
な
い
、
そ
の
為
に
も
あ
ら
ゆ
る

方
法
を
し
て
告
発
し
続
け
る
こ
と
が
私
た
ち

の
務
め
で
す
。
」
と
語
り
ま
し
た
。 

社協基本活動目標 ： わたしたちは、互いに助け合い支えあって、共に生きる福祉のまちをつくりましょう 
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○名 称 

   

 サポートセンターはばたき 

○営業日 

 毎週月曜日～金曜日 

 （土・日・祝日は休み） 

○開所時間 

 ８：３０～１７：１５  

【
名
称
】 

 

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
ば
た
き
（
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
：
就
労
継
続
支
援

B
型
事
業
） 

【
事
業
方
針
】 

 

障
害
者
総
合
支
援
法
の
就
労
支
援

B
型
事
業
と
し
て
、
利
用
者
へ
就
労

の
機
会
（
仕
事
）
を
提
供
す
る
と
共
に

生
産
活
動
（
授
産
）
を
通
し
て
、
利
用

者
の
一
人
ひ
と
り
の
希
望
に
沿
い
な
が

ら
仕
事
へ
の
適
応
力
を
身
に
つ
け
、
地

域
社
会
で
自
立
し
て
安
心
し
た
生
活
が

送
れ
る
よ
う
支
援
を
行
い
ま
す
。 

【
利
用
者
状
況
】 

・
定
員

名
、
利
用
登
録
人
数

名

（
男
性

名
、
女
性
８
名
）
平
成

年
３
月
末
現
在 

・
主
た
る
対
象
者 

 

知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者 

  

平
成

年
度
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー  

 
 

 
 

 
 

 
 

は
ば
た
き
事
業
報
告

【
授
産
活
動
状
況
】 

・
就
労
訓
練
（
精
米
事
業
、
喫
茶
事 

 

業
、
清
掃
業
務
受
託
事
業
、
E

M
農 

 

耕
事
業
、
室
内
作
業
事
業
、
菓
子
製 

 

造
事
業
） 

・
利
用
者
平
均
工
賃
：

円 

【
利
用
者
支
援
】 

・
利
用
者
余
暇
活
動
（
年
６
回
） 

・
利
用
者
研
修
（
年
６
回
） 

・
は
ば
た
き
エ
ン
ジ
ョ
イ
ク
ラ
ブ
活
動 

 

 

（
誕
生
日
会
、
お
楽
し
み
会
の
開
催
） 

・
き
ょ
う
さ
れ
ん
沖
縄
支
部
仲
間
部
会 

 
へ
の
参
加
な
ど 

 毎度はばたきの商品をお買い上げ頂き、誠にありがとうございます。今年もサ

ポートセンターはばたきでは「お中元フェアー」と題し、お米とオキハ

ム商品のお中元ギフトのご注文の受付・販売を行います！ 

 商品の内容・金額についてはサポートセンターはばたきまでお問い合わせくださ

い。 

 ※ お米ギフトの購入の際には全国共通お米券もご利用になれます。 

   ※ 西原町内であれば無料配達も行っておりますのでぜひご利用ください！ 

サポートセンターはばたき【直通】 
 TEL:０９８-９４３-６２５１ 

:０９８-９４３-６２５４ 

 

 

  銘柄 年産 3㎏ 5㎏ 

1 沖縄産ひとめぼれ 30 ¥1,530 ¥2,450 

２ 
熊本産こしひかり 

(特別栽培米) 
29 ¥1,560 ¥2,500 

３ 鹿児島産ヒノヒカリ 29 ¥1,400 ¥2,130 

※化粧箱・クラフト袋付の価格となっております。 

↓↓ご注文はこちらへどうぞ↓↓ 

▲写真はイメージです 

受付期間：７月２３日（月）～８月２３日（木）まで 

 社協活動基本目標 ： わたしたちは、ボランティア活動に参加し、共に喜び合える福祉のまちをつくりましょう 

▲大典寺清掃のようす 

 

←
は
ば
た
き
運
動
会
の
よ
う
す 

▲畑作業も頑張っています！ 



▲前期じんぶん教室の様子 

第１３５号 福祉情報誌 福丼  平成３０年８月１日 

▲作業活動で製作 

した写真たて 

西原町介護予防拠点施設 

開館日： 毎週月曜日～土曜日   時間： 9時～1７時   休館日： 日曜日・祝日・慰霊の日（6月23日） 

対象者： 西原町在住・在勤の40歳以上の方          利用料： 100円【マッサージ器具などを利用できます】 

場   所： 西原町字与那城135番地（中央公民館隣）     電   話： ０９８－９４６－１７３４ 

社協基本活動目標 ： わたしたちは、知恵や創造性を生かした心豊かな福祉のまちを作りましょう 

 

じ
ん
ぶ
ん
教
室
と
は
、
65
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
、
介
護
予
防
を
目
的

と
す
る
教
室
で
す
。
主
な
内
容
は
、
体
操
や
講
話
、
作
業
活
動
な
ど
の
他

に
、
認
知
症
予
防
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
約
３
ヶ
月
間
行
い
ま
す
。  

 
今
回
は
、
屋
外
で
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
も
計
画
し
て
い
ま
す
（第
３
回
に
予

定
）
。
送
迎
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
興
味
を
も
た
れ
た
方
は
、
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。 

ロ
コ
フ
ィ
ッ
ト
体
操 
 

●
日
時 

  
 

          
 

※
１０
時
開
始
の
教
室
は
、
９
時
３０
分
受
付 

●
場
所 

 

・西
原
町
い
い
あ
ん
べ
ー
家 

 

●
対
象 

 

・西
原
町
在
住
、
在
勤

歳
以
上 

 

・運
動
制
限
の
無
い
方 

●
受
講
料 

無
料 

●
持
ち
物 

 

・動
き
や
す
い
服
装
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ 

 

・飲
み
物 

●
提
出
書
類 

 

①
参
加
申
込
書 
②
参
加
同
意
書 

 

③
医
師
か
ら
の
情
報
提
供
書
※ 

  

い
い
あ
ん
べ
ー
家
で
は
、
介
護
予
防
を
目
的
に
、
自
宅
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
内
容

で
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
中
心
に
体
操
教
室
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 

４
月
よ
り
開
催
し
て
い
ま
す
ロ
コ
フ
ィ
ッ
ト
体
操
教
室
は
、
よ
り
多
く
の
方
に
ご
利
用

頂
く
た
め
に
、
教
室
を
増
設
し
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
！ 

 

土
曜
日 

 

水
曜
日 

 

月
曜
日 

時
～

時

分 

①

時
～

時

分 

 
 

 

※
先
着
２５
名
ま
で 

②
１１
時
～
11
時
４５
分 

①

時
～

時

分 

 
 

 

※
先
着
２５
名
ま
で 

②
１１
時
～
11
時
４５
分 

ロ
コ
フ
ィ
ッ
ト
体
操
男
塾 

 

●
日
時 

 

 
 

  

●
場
所 

 

・西
原
町
い
い
あ
ん
べ
ー
家 

 

●
対
象 

 

・男
性
（西
原
町
在
住
、
在
勤

歳 

 
 

以
上
） 

 

・運
動
制
限
の
無
い
方 

●
受
講
料 

無
料 

●
持
ち
物 

 

・動
き
や
す
い
服
装
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ 

 

・飲
み
物 

●
提
出
書
類 

 

①
参
加
申
込
書 

②
参
加
同
意
書 

 

③
医
師
か
ら
の
情
報
提
供
書
※ 

 

木
曜
日 

時
～

時

分 

※
『医
師
か
ら
の
情
報
提
供
書
』は
い
い
あ
ん
べ
ー

家
指
定
用
紙
が
あ
り
ま
す
。 

● 

内  

容 
  

 

・
体
力
測
定
、
脳
力
測
定
、
血
圧
脈
拍
測
定
、
体
重
測
定
。  

  

・
体
と
頭
を
使
っ
た
運
動
や
机
上
で
の
作
業
活
動
・脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。 

 
 

・
ミ
ニ
講
座
（
も
の
忘
れ
予
防
・
口
腔
ケ
ア
・栄
養
バ
ラ
ン
ス
な
ど
） 

● 

日 
 

程
：
９
月
７
日
～
12
月
７
日
ま
で
の  

毎
週
金
曜
日 

● 

時 
 

間 

：
１０
時
～
１２
時
（全
１２
回
） 

● 

場 
 

所
：
西
原
町
い
い
あ
ん
べ
ー
家
（
多
目
的
ホ
ー
ル
）   

● 

対 
 

象
：
①
西
原
町
在
住
65
歳
以
上
の
方 

 

 
 

 
 

 
 

  

②
運
動
制
限
の
無
い
方
。 

● 

定 
 

員
：
20
名
（
先
着
順
）  

 
 

 
 

 

● 

受
講
料 

：
無
料 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

● 

受 
 

付 

： 

西
原
町
い
い
あ
ん
べ
ー
家 

窓
口
に
て
直
接
申
し
込
み
。 

 
 

①
申
し
込
み
用
紙 

１
枚
（必
須
） 

 
 

②
判
定
表 

１
枚
（必
須
） 

 
 

③
医
師
か
ら
の
情
報
提
供
書 

１
枚(

必
須) 

● 

募
集
期
間
：
８
月
１
日
～
８
月
２５
日
ま
で 

も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
方
、
予
防
し
た
い
方
へ
!! 



社協活動基本目標 ： わたしたちは、おもいやりいたわりあう心で住みよい福祉のまちをつくりましょう 

平成３０年８月１日 福祉情報誌 福丼 第１３５号 

・字我謝 玉那覇 正之 様より 故母 玉那覇エイコ 様

の香典返しとして ５万円 

・株式会社 石川酒造場 様より  １０万円 

・新中糖産業 株式会社 様より ３０万円

・字小波津、糸数 栄吉 様（ゴーヤー） 

・字小波津、小波津 盛光 様（冬瓜） 

・西原ファーム 様（にがな） 

・ＪＡ青壮年部 様（玉ねぎ） 

・字内間、新川 千代子 様より 

 サポートセンターはばたきへ 小麦粉 10袋 

・字翁長、大城 勝 様より  

 ポータブルトイレ、シャワーチェア、４点杖 

平成30年度ボアンティア体験学習オリエンテーション 

 ７月２４日、西原町社会福祉協議会において、西原中学校７５名、西原東中学校３８名、高等学校

（西原高校、知念高校、開邦高校、陽明高校、インターナショナルスクール含む）１０名、計１２３

名の参加者のもと、ボランティア体験学習（オリエンテーション、福祉学習）を開催しました。 

 午前中に福祉学習として「災害救助犬の活動について～災害現場から伝えたいこと～」をテーマに

特定非営利活動法人 沖縄災害救助犬協会（理事長 伊波成恭）の副理事長 幸喜馨氏を講師に迎え、災

害救助犬の活動をお話しして頂きました。幸喜さんは「災害はいつ起こるか分からない。常日頃から

災害について考えて欲しい」と伝え「自分の命は自分で守ること。それは人を思いやる心につながり

ます」と話しました。活動を初めて知る参加者からは、訓練の方法やセラピー犬について質問があ

り、とても興味深く内容の濃い講話となりました。  

 また、今回は西原町ボランティア連絡会（会長 新川千代子）

の協力のもと、カレーライスの炊き出しがあり、ハートライフ病

院から寄贈いただたアルファ米をみんなで試食しました。参加者

たちは、水を入れただけでできるご飯を不思議に感じながらも、

美味しく味わっていました。 

 午後のオリエンテーションでは、「ボランティアの心得」や

「体験を行う施設選び」を行い、参加者のみんなが一生懸命に福

祉について理解しよう、学んだことをボランティア活動へ活かそ

うとする姿勢が伺えました。 

 
  

 西原町社会福祉協議会では、まだ食べられる安全

な食料を地域の皆さまからわけていただき、食べ

物を必要としている人々に提供する活動を展開し

たいと考えております。 

 旧盆に寄せられる「お中元」の中から、おすそ

分けが出来るものがありましたらご提供お願いし

ます。 

 【おすそ分けをお願いする食料】 
 ・ お米・缶詰・乾麺・インスタント食品 

 ・ 常温で保存が可能もの 

 ・ 賞味期限が1ヶ月以上残っているもの 

 ※ 誠に勝手ながら、社協事務所まで持ってきて 

  いただける方に限らせて頂きます。 

 

 

 

 

【問い合わせ】 

  西原町社会福祉協議会 945-3651 

※アルファ米とは、一度炊

き上げたお米を乾燥させ、

水またはお湯を注ぐだけ

で、煮炊きしなくてもでき

あがるご飯です。災害時な

どの非常時の役立てられて

います。 

支え合う街づくり～災害に備えよう～ 

 オリエンテーション、福祉学習

を終えた参加者たちは８月１日～

８月１７日の期間、町内の２９ヵ

所の施設から２ヵ所選びボラン

ティア体験を行います。体験の様

子は、次号にてお伝えしますので

お楽しみに！ 

▲幸喜氏と災害犬の金城ライゼくん 

▲美味しいカレーライス ▲オリエンテーションのようす 


